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平成２７年度第９回 三重県伊勢志摩サミット推進本部会議 概要 
 
１ 開催日時：平成２８年１月２７日（水）９：００～９：２０ 
２ 開催場所：プレゼンテーションルーム 
３ 議事概要：以下のとおり 
      （●議題提出部局説明・回答、☆意見・質問） 
 
事項１ 各委員会、各部局からの報告 
※ 事項２の（１）について雇用経済部及び県警察本部、（４）について観光局、（６）

について防災対策部が報告又は補足。 
 
事項２ 伊勢志摩サミット推進局からの報告 
（１）開催１００日前ウィークイベントについて【資料１】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料１により説明） 
 
●西城局長 
 当該事項について、雇用経済部と県警察本部にご報告いただきたい。 
 
☆廣田雇用経済部長 

サミット開催１００日前ウィークイベントの一環として、２月１２日に四日市都ホテル
にて ICETT 設立２５周年記念事業として「ASEAN環境フォーラム in三重」を開催する
（別添資料のとおり）。ASEAN 各国の大使をお招きしてパネルディスカッションをさせ
ていただくので、積極的なご参加をお願いしたい。 
 
☆森元県警察本部長 

１００日前ウィークに係る県警察本部の取組として、まず、警備に関する広報用ポ
スターを作成する。サミットの警備に関するご理解ご協力をお願いするとともに、不審
者・不審物を発見した際の通報をお願いしたい。２月１６日に県警察本部１階ロビー
に張り出して発表させていただく。 

また、２月１６日に賢島内に臨時の警備派出所を開設する（賢島駅の脇にあるか
つての観光案内所を改修）。警察官を配置し、不安感の払拭と地元の方々との協力
体制の構築に努めたい。 
 
（２）第２回伊勢志摩サミットフォーラムの開催結果について【資料２】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料２により説明） 
 
●西城局長 
 各部局にもご協力いただき感謝申し上げる。サミットのレガシーについての考え方な
ど興味深い内容であった。三重テレビで番組化されるとのことなので、その旨周知さ
せていただく。 
 
☆石垣副知事 
 県外からの参加者から、トークセッションが良かったとの感想を聞いた。 
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（３）第１回三重県情報館(仮称)コンテンツ選定委員会の開催結果について 
【資料３】 

●佐々木副参事【サミット総務課】（資料３により説明） 
（質疑なし） 

 
●西城局長 
 三重県情報館は国際メディアセンターの中に設置される予定であるが、時間的な
面を考慮して国の決定を待たず、県民会議としての検討を先行させていただいている
ところである。 
 
（４）宿泊施設の状況について【資料４】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料４により説明） 
 
☆田中観光局長（資料４により補足説明） 
 
☆石垣副知事 
 推進局と観光局の取組により、一時よりは風評は収まったと感じている。丁寧に説
明していくことが必要。 
 
☆鈴木知事 

風評対策に加え、「三重県に行ってもダメ」と言われないように、観光局を中心に
旅行商品の PR を強化してほしい。また、ただ単にホテルが予約で埋まっていることが、
サミットのせいと思われないよう、丁寧なコミュニケーションに努めること。 

また、宿泊予約センターのマンパワーが足りているかどうかの検証を行い、不足の
場合は、コンソーシアムを組んでいる企業への協力要請などの対応をして欲しい。 
 
●西城局長 
 宿泊予約センターの体制については、２月から増強されると聞いている。国からの
要請もあるので、推進局からも引き続き体制の拡充について要望していきたい。 
 
（５）弁当供給体制の整備について【資料５】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料５により説明） 
 
●西城局長 
 大規模需要については、食品衛生管理体制の確保を最優先の課題としつつも、県
内事業者の参画や県産食材の活用が図られるよう対応しているところ。小規模需要
については、引き続きマッチングを行うので、各部局に問合わせがあった際は、お知
らせいただきたい。 
 
☆鈴木知事 
 小規模需要のマッチングについては、丁寧に対応すること。また、衛生管理以外に
も、食品残さの廃棄も含めたすべてのプロセスにおいて法令が遵守されるよう徹底し
て欲しい。 
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（６）第２回住民懇話会の開催について【資料６】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料６により説明） 
 
●西城局長 
 第２回の住民懇話会には防災対策部にも参加していただいている。 
 
☆稲垣防災対策部長 

実施者に防災対策部を記載していない理由は。 
 
●西城局長 
 実施する主体ということで、推進局を実施者として記載している。 
 
☆稲垣防災対策部長 
 地元の消防本部を通じて地元住民への救急体制が疎かにならないかという声が挙
がってきている。救急体制については県内から応援を要請すること、今後は訓練実
施でご迷惑をおかけする部分があることなどを住民懇話会では説明したい。 
 
☆鈴木知事 
 住民懇話会において意見が出た場合、実施者だけでは対応できない課題もあると
思うので、全庁挙げての協力体制をよろしくお願いしたい。 
 
（７）外国語案内ボランティアの活用について【資料７】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料７により説明） 
 
☆石垣副知事 

ボランティアはジュニア・サミットでも活用するのか。 
 
●西城局長 
 活用を検討したい。 
 
（８）伊勢志摩サミット・関係閣僚会合開催自治体の連携について【資料８】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料８により説明） 

（質疑なし） 
 
（９）協賛、応援、寄附の申込状況等について【資料９】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料９により説明） 

（質疑なし） 
 
（１０）その他 
・伊勢志摩サミット開催に向けた全体のスケジュール【資料１０】 
●佐々木副参事【サミット総務課】（資料１０により説明） 

（質疑なし） 
 

                                           （以上） 


